
 

● ビキニ水爆で被

曝した元マグロ漁船

員への支援活動を行

っている太平洋核

被災支援センター

が4日高知市で「核

兵器禁止条約の批

准と核被災者の支

援を求める高知の

つどい」を開催。 

●山下正寿支援セ

ンター事務局長は

「昨年 7月 7 日に国連で採択された核兵器

禁止条約は、核実験被災者の救済・支援を

謳っている。それは高校生たが 30 年前に被

災マグロ船員の皆さんの調査を通して祈っ

た願い「黒潮に平和を」の思いと同じ。マ

ーシャル諸島、クリスマス諸島など太平洋

の島々で被曝し苦しんでいる人々と交流し、

核兵器廃絶、被災者支援の海洋ネットワー

クを高知から発信しよう」と発言。 

●日本被団協の田中てるみ代表委員は被曝 

 

 

 

 

 

体験を語り、「禁止条約を採択させる大きな

役割を果たした」と述べました。元船員ら

の船員保険申請を支援してきた聞間はじめ

医師は被曝量は歯や血液で 100 ㍉シーベル

トないしそれ以上と証明できると保険適用

を訴えました。 

●核兵器廃絶国際キャンペーン(ICAN)の川

崎あきら国際運営委員は条約採択は「きの

こ雲を上から見た視点から、から見る視点

への転換点となった」「身近なところで話題

にして批准を求めるヒバクシャ署名を広げ

よう」と呼びかけました。 

吉良富彦事務所 855-9439 愛宕商店街 

議会控室       823-9524 県議会内 

 

法律･生活相談 無料

●3月 12 日(火)午後６時～８時  

●場所：愛宕商店街 吉良事務所 

●皿田幸憲弁護士(よつば法律事務所) 

お問合せ：088-855-9439 お気軽にご相談を 

しんぶん赤旗(3/3付より) 

川崎哲さんと固く握手 


